
３校への聞き取り調査等を通して・・・

活性化

■ 効果的なＯＪＴとは

教員同士が交流しやすい場面をつくる
・気軽に仕事の話ができるように、日常的な声掛けや関わり方、時間や場の設定、職員室の環境
などを工夫して風通しのよい職場をつくる

全員で取り組む
・授業実践等、若手教員からベテラン教員までが同じベクトルで行っていくと、支援もしやすく
なる

校務分掌などの校内組織を活用する
・校務分掌など、校内組織の中に、OJTの仕組みが位置付けられることで、全校体制で若手育成
等に取り組むことができる



３校への聞き取り調査等を通して・・・

活性化

■ 効果的なＯＪＴとは

役割を与える、仕事を与える
・中堅教諭等に少し困難な仕事を与えたり、仕事を任せたりすることで、学校組織全体の活性化
につながる

達成感を与える
・自分の成長を「見える化」するなどの工夫を行い、自分の成長を実感することができることが
「やる気」につながる

見通しをもつ
・事前に「何のためにやるのか（どんな力を付けるのか）」「どのように行うのか」を明確に
する



授業・業務改善にしても、若手教員の育成にしても、教師の個人的な
努力や取組ではなく、組織として取り組んでいくことが必要不可欠で
ある。また、多忙化している中、OJTに取り組む必要性を実感できるよ
うに、現場の教師のニーズに沿った具体的な目標を設定し、評価する
ことが、生産性を高めるために重要であると考えられる。
現在、大量採用されている若手教員の育成については、個々のニーズ
に沿った研修を準備することが困難であるため、メンターチームを導
入し各学校で若手教員のニーズに沿った支援を実施していくことが有
効であると考えられる。

■校内でのOJTを推進していくために

大分大学教育学部教育実践総合センターの助言より



【参考】OJT先進地域における取組事例紹介

横浜市におけるメンターチームの取組

○導入の背景

・教員の大量退職・大量採用（２０１０年代都市部）
・若手教員を支える中堅教員が少ない状況
・多忙化

若手教員の育成が喫緊の課題

○メンターチームの概要
２・３人の先輩教員（５～１０年）が初任や経験の浅い教諭（１～３年）にメンタリング（教員とし
ての発達支援）を行う。校長・副校長・主幹教諭・指導教諭などは、メンターチームの組織化・支援
に当たる。小学校では週１回、短時間（３０分～６０分未満）で行うことが多いが、学校の実情に応
じ、教員の負担にならないような工夫をしている。

○メンターチームの成果

・一方的に設定された研修ではなく、自律的に取り組むメンターチームの活動が若手教員の成長を促
す上で効果的。要因としては、メンターチーム内のコミュニケーションが、若手教員のニーズに
沿ったコミュニケーションの場として機能していることが考えられる。管理職や年の離れたベテラ
ン教員によるメンターチームへの介入は、若手教員の語りを減少させること（メンターチームの効
果減）につながることもある。

・メンティからメンターへの移行に際して、メンティの経験（メンタリングを受けた経験）が、自身
がメンターとなったときに影響を与える。大量退職や業務の多忙化などにより若手教員の成長に関
わらなくなり、若手教員の支援方法が継承されなくなっている状況の改善につながることが期待で
きる。



【参考】OJT先進地域における取組事例紹介

これは、平成２５年３月に横浜市教育委
員会が示した人材育成に係る資料です。
（HP上にも掲載あり）メンターチームの
取組も分かりやすくまとめられています
ので、今後の校内でのOJTの取組の参考
にしてください。


